
日本気象予報士会の主な活動

日本気象予報士会だからできること。

気象知識の
教育・普及

気象技能の
研鑽・向上

気象事業の
振興

本会の設立は1996年で、その後、2009年には「一般社団法人 日本気象

予報士会」として法人化し、活動基盤をより強固なものにしました。今では 

全国に支部組織を置き、本会の大きな特徴である幅広い年齢層・職業の 

会員が、それぞれの特徴を活かした活動を行っています。本会は、会員 

相互の交流を図るとともに、技能講習会などで自主的に気象予報士としての 

技能の研鑽・向上を図り、それを生かした社会貢献などを通じて気象予報士の

社会的地位を向上させることを大きな目的として活動しています。
代表理事会長



資格取得後の気象技能の研鑽・向上や
最新気象技術の理解のため、講演会、
技能講習会、研究成果発表会などの定
期的開催や、気象情報データの提供を
行っています。

気象庁及び全国各地の気象台と連携し
て防災出前講座やお天気フェアなどを
実施し、子どもからお年寄りまで幅広
い方々に気象や防災に関する知識の教
育・普及活動を行っています。

気象事業の振興、気象予報士の地位向
上のために、気象関連機関との連携を
行っています。

高 め る・ 広 げ る ・ つ な が る。

気象事業の振興

気象予報技術の向上はもちろんのこと、防災・地球環境を含む気象知識の教育・普及を

はじめとする多様なニーズに対応できる組織として、さまざまな活動を行っています。

全国各地で、「最新の予報技術」「長期
予報」「数値予報」「台風・集中豪雨」など、
最新の予報技術に即した講習会を開催

気象技能講習会

会 員 の 継 続 的 技 能 研 鑽 を 応 援 す る
CPD(Continuing Professional Development)
制度の提供

気象予報士 CPD 制度

会員による研究成果の発表会を毎年開催

研究成果発表会

気象科学館における広報への協力
各地お天気フェアへの協力

気象庁との連携

防災出前講座の実施

各地の気象台と連携して、防災知識の
普及を目的とした出前講座を実施

書籍出版

「気象予報士ハンドブック」の編纂
「身近な気象の辞典」の編纂
「はれるんのぼうさい教室」の監修
「はれるんのお天気教室」の監修

一般財団法人気象業務支援センター

気象振興協議会への参加
評議員

第一線で活躍している研究者を招聘し
て最先端の研究・技術の講演会を開催

気象講演会

公益社団法人日本気象学会

教育と普及委員会への参加
公開気象講演会後援
夏季大学後援
気象サイエンスカフェ共催
スペシャルセッション運営

気象技能の研鑽・向上 気象知識の教育・普及



　サニーエンジェルス１号山本由佳です。去る８月10日

毎日新聞夕刊社会面にサニーエンジェルスの紹介記事が掲

載されました。実際に取材を受けたのは５月。掲載までに

３カ月要しました（写真は長袖です）が、その効果は大きく、

お問い合わせも増えました。会員数も増加し、女性会員（メ

ンバー）が21名、男性会員（フレンズ）が25名と全国か

ら46名の会員の皆様がご参加くださっております。実際

の活動は女性メンバーが行っておりますが、取材の対応に

ついてご助言いただく等、男性会員フレンズさんには、様々

な面からご支援いただいております。

　サニーエンジェルスは全国の会員の皆様にご協力いただ

き活動を展開していく所存です。

　多くの会員の皆様のご参加、お待ちいたしております。

　写真撮影同好会は2008年11月に有志活動団

体としてスタートし、2010年９月１日現在の

会員数は24名です。主な活動は、年に３回程度

の撮影会・例会の実施および日本気象予報士会

“PRESS” として、公式行事等の撮影を行っていま

す。“PRESS” として撮影した写真は、会報「てん

きすと」にほとんど毎号掲載されています。

　写真撮影同好会に興味を持たれた方、連絡お待

ちしております。
■ 代　　表：東 修造  ＜higashi@js6.so-net.ne.jp＞

■ 連絡担当：川島 博之＜kawashima_5107@jcom.home.ne.jp＞  　
木の上で動じることなく昼

寝をする猫。背景のさくら

と妙にマッチしている。

毎日新聞夕刊に
紹介されました！

写真撮影同好会活動紹介
桜の撮影日和とは程遠い

状況では（東京14時気温

5.8度、曇り）、桜よりも

花見をしている団体に被写

体として興味がわく。

上野公園内で桜の撮影

第5回撮影会2010年3月28日

川島 博之（東京）
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情報満載の会報紙
「てんきすと」は、会員相
互の情報の共有を目的に
発行している会報紙で、年
６回、会員全員にお届けし
ています。理事会・幹事会、
支部・有志活動団体および
公益社団法人日本気象学会
からのお知らせのほか、本会
で表彰された会員の論文や第一線で活躍する研究者の講
演内容なども掲載しており、充実した紙面となっています。

縦長／横長、カラー／モノクロ
顔写真有り／無し、書体など
が選べます。

気 象
一般社団法人日本気象予報士会は、会員の皆さまに様々な独自サービスを提供し、その活動を

支援する環境を整え、ひいては本会の発展にも繋がるよう取り組んでいます。

会報「てんきすと」 気象情報データが無料

WEB サイト
メーリングリストの提供

会員証の発行

役立つロゴ入り名刺 !!

WEB サイト
本会独自ドメインによる WEB サイト
を運営しています。支部・有志活動
団体に独自サイトを提供しています。

メーリングリスト（ML）の提供
本会独自ドメインによる ML 運営

（理事会からのお知らせ、会員相互
の意見交換、会員と理事会間の質疑応答の３種類）
支部・有志活動団体に独自 ML を提供しています。

S
ス グ ダ ス

UGDaSS（気象庁天気図画像ファイル提供サービス）

気象庁天気図全85種類（200ファイル／１日）を提
供しています。
2005年10月30日からのデータを保存しています。

S
ス グ ダ ス

UGDaSS2
（株式会社ウェザーニューズ「My Weather Solution」サービス）

気象衛星画像（ひまわり可視、赤外１、赤外２、水蒸
気、近赤外）、 実況（10分アメダス、毎時アメダス）、
GPV、エマグラム、各種データの重ね合わせ左右並
べての表示などを提供しています。

会員全員に無料発行
例会やイベントなどでご活用
下さい。

有料だけど

福岡のソメイヨシノの
開花日は、カフェでの
予測がズバリ的中！

　桜前線を追いかける旅をするのに今まで４度も会社を辞めた

筋金入りの桜ウォッチャーである中西一登さん。天気や風を予

測して最高のタイミングで桜を撮影するために気象予報士の資

格を取得するほど。桜の薀蓄や旅での逸話はもちろんのこと、

独自の開花予測分析や温暖化が進むと日本でソメイヨシノが生

育しなくなるのではといった意見も。その桜に対する愛情と真

摯な姿勢に参加者の方々も興味深く聞き入っていました。

（モデレーター 吉澤健司）

　西部支部が日本気象学会九州支部と共催で、２月28日（日）

に九州で初めての気象サイエンスカフェを福岡市のRKB毎日

放送会館の喫茶ハローで開催しました。RKB龍山アナウンサー

の司会進行のもと、「桜と地球温暖化」というテーマで、九州

大学の伊藤久徳先生と丸岡知浩さんには、地球温暖化によっ

て、桜が開花するために必要な冬の寒さが不足すると、九州な

どでは開花しなくなったり、開花して

も満開にならない地域が出てくるとい

うお話をして頂きました。また、今回

の手法で予測した今年の福岡の開花日

がズバリ的中し、30名を超える参加者

は当日だけでなく３月14日の開花日

にも余韻を楽しめたイベントとなりま

した。（写真提供：RKBテレビ）

　佐野さんは桜を子どものようにいとおしんで話します。

「桜の花は、毎年花の数や色が変わる。主に前年の

夏の天候によるが、冬がきちんと寒いことも重要。ところ

が最近は夏の大雨や冬の暖かさのために桜が弱ってき

ておる。」　現在、日本には300種類以上の桜があります。なか

でもソメイヨシノは、人の手で作った人工的な桜であるた

め、接ぎ木がしやすく成長も非常に早く、全国に広まっ

ています。しかし、雨や暑さには弱く、雨が多いと根腐

れを起しやすいという特徴があり、このまま大雨が多いな

どの異常気象が続けば、全国に植えられているソメイヨ

シノはかなり危機的であると佐野さんは懸念します。

　「名桜と称えられる桜を、人間は大騒ぎして保護しよう

としますが、目の前の一本だけを保護しても意味はあり

ません。自然ではなく、
人間の生き方がおかしくなって、自然界全体に影響している。変えていくべきなのは、人間の暮らしのほうではないか。」と訴えます。

　桜の季節になると、なんか心うきうきして出かけたくな

るのは、日本人の習性かもしれません。かつて日本では、

桜の花の開花を、田植えや漁業の目安に使ってきており、

それだけ人の暮らしに密着している花でした。そんな桜

も温暖化の影響で、少しずつサイクルが狂ってきていま

す。100年後には日本の季節感はすっかり変わってしまう

かもしれません。　京都の仁和寺の庭園の植木職人の家の16代目で、

祖父の代から桜守として全国の桜を訪ね歩いている佐

野藤右衛門さんを昨年春に訪ねました。佐野さんは全

国各地の名桜の保存に努めており、京都郊外の自宅に

は様々な種類の桜が咲き誇っています。風のまにまに、

桜色が空いっぱいに広がって幻想的な光景です。この

時期には一般開放されており、大勢の人でにぎわってい

ました。

福岡・東京で気象サイエンスカフェを開催！

桜
守
り
の
話

加藤順子（東京）

小
西
雅
子
（
神
奈
川
）

当会と気象学会が共催する
「気象サイエンスカフェ」。
２月は九州で初、３月は東
京で20回目の開催となりま
した。東京では１～２カ月に
一度行われています。詳細はホームページhttp://meteocafe.yoho.jp

からどうぞ。

「春には“桜キャス
ター”として桜の下
から中継をして暮ら
したい」と語る中西
さん

m e
e o c a f e

t

2010年３月18日開催 気象サイエンスカフェ東京

２月28日（日） 気象サイエンスカフェin 九州
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東
海

　６月12日（土）、JR千葉駅近くの千葉市文化セン
ターにおいて千葉支部2010年度第１回例会が開催さ
れました。参加者は16名で、講演１件、話題提供２件、
状況報告４件と盛りだくさんの内容でした。
　松田副支部長の開会の挨拶、各参加者の自己紹介
の後、伊東会員より「衛星画像ラピッドスキャンにつ
いて」講演いただきました。現在ひまわり６号でテス
ト運用されているラピッドスキャンは、従来よりも範
囲が狭く高頻度の観測のため最速１分間隔の画像が可能です。台風の目の中の雲の動き、積乱雲の発達する様子など今まで見たこともない鮮明で迫力のある動画に皆、 驚 嘆 し ま し た。将来、竜巻や雷のナウキャストの改善が期待されています。　関会員からの話題提供「気象データの見方」では、普段目にする気象現象をデータ化し、気象学的に考察するということについて解説いただきました。澤

会員の「入会して１年を振り返って」では1年間で得
たものを駆使した天気図解析を発表し、参加者より

コメントをいただきました。　船原会員から「電力中央研究所他の見学会報告」、
「社会人講師プロジェクト」の活動予定の報告、三枝
会員から「九都県市合同防災訓練の防災フェア」の出
展内容案の紹介、石井会員からテレビ番組「ニッポ
ンの防災を問う」～気象革命への挑戦～（６/26 BS
朝日）で取材を受けた地元の小学校での授業風景の
紹介、濱野支部長からの連絡事項があった後、最後に宮島会員より関会員の木村賞受賞、船原会員の石井賞受賞の紹介がありました。参加者一同拍手で両名の功績を称え、例会は閉会となりました。例会の後の懇親会には13名が参加し、それぞれの親睦を深めました。

　さまざまなキャラクターが揃った千葉支部の例会はいつも和やかな雰囲気で行われています。いつも 充 実 し た 内 容 で、
会員相互の知見を広める機会になっています。初め
ての方でも大歓迎ですので、このような千葉支部の
例会に是非お越し下さい。

支部だより

　四国地方も梅雨に入った６月１３日（日）、高松市のサ
ンポート高松シンボルタワー内「ｅ−とぴあ・かがわ」に
て、四国支部の例会が開催され、香川４名、愛媛２名、
徳島１名、対岸の岡山２名の計９名の参加となりました。
ｅ−とぴあ・かがわは、瀬戸内海を眺めることができる
ミーティングルームで、パソコンも備えられ、ネットもつな
がることもあって、リアルタイムでの天気図を始め、気象
情報の入手もでき、例会にはふさわしい会場ではないか
と思いました。
　まずは、じっくりと自己紹介。その後、話題提供に移
ります。気象の専門的な話題から、今年の身近な話題ま
で、いろいろ取り揃えています。　

　例会終了後、会場近くで懇親会を行ないました（参加
者4名）。懇親会では、気象の話題だけでなく、個性豊
かな話題で盛り上がりました。　四国支部の例会は、しばらくの間お休みしていました

が、この例会から、支部長、副支部長も新しくなり、新
生四国支部がスタートとなります。

四国支部例会報告

熊井 義孝（香川）

① 「今年のソメイヨシノの開花を振り返る」…………熊井
② 「防災まめ知識」…………………………………志摩さん
③ 「長期予報を利用した肱川あらし発生予想」…濱田さん
④ 「松山における梅雨期の大雨発現時の地上相当温位解析」

………………………………………………………一
はじめ

さん
新生四国支部の頼もしい面々千葉支部2010年度第１回例会報告

いつも個性派揃いのメンバーがお待ちしております

澤 江成（千葉）
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　気象庁にある気象科学館が、去る５月６日（木）におよそ２ヶ月の閉館を経て、リニューアルオープン
しました。今回のリニューアルに伴い、展示内容が更新されるとともに、新たに４種類の展示装置が
設置されました。新しい展示装置の概要は次のとおりです。

気象科学館がリニューアルオープン

ひょっとして大雨キューブ：外観

災害ポイントウォッチャー：外観

知ってる？ 天気予報が届くまで：予報官解説

ひょっとして大雨キューブ：マンホールから溢れる雨水

災害ポイントウォッチャー：解説画面

緊急地震速報トライアル：外観

知ってる？ 天気予報が届くまで：外観

緊急地震速報トライアル：時間経過とともに広がる
Ｐ波、Ｓ波の様子

開館時間：午前10時～午後４時（月～土曜日）

　このように今回新たに設置された展示装置は、いずれも
体感や映像により気象、災害について学習出来るものと
なっています。気象庁にお越しの際には、是非とも気象科
学館へもお立ち寄り下さい。

　なお、気象科学館へ入館するには、気象科学館専用の入
館証が必要です。入館証は、気象庁入り口の警備員室で手
続きの上、お受け取りください。

小川 豪
〔渉外担当幹事〕

ひょっとして
大雨キューブ

　天気予報が作成されるまでの様子を
VTRにより学習出来る装置です。また、
大きな災害をもたらした気象について、
予報官が実際に注意した点を交えて、そ
の解説を聞くことも出来ます。

知ってる？
天気予報が
届くまで

　緊急地震速報が発表されてから、地震
発生までの短時間における対処方法につ
いて実際に揺れを体感し、学習出来る装置
です。また、緊急地震速報が発表される仕
組みについても学習することが出来ます。

緊急地震速報
トライアル

　川、山、街、海などで自然災害に巻き
込まれないようにするために、画面上の
注意が必要な行動をポイントすることに
より、どんな危険が潜んでいるかを学習
することが出来る装置です。

災害ポイント
ウォッチャー

　予測が難しい局地的大雨の対策に必要
な前兆現象を体感し、危険回避の行動力
を身につけるとともに、その被害の恐ろ
しさを学習出来る装置です。

13

自然と共に歩
む 日本気象予

報士会　CAM
J　日本気象予

報士会会報

Nov 2018

当会会員数　2
018年11月１

日現在3,356
名（男性2,95

8名　女性39
8名）

〈題字  武井瑶萌〉

115号第

への切り替え時
期の判断に気

温予測を使う試
験を行ってもら

い、その効果
を実証しました

。農業分野で
は、水稲の刈り

取

り適期、小麦
の開花時期の

予測、果樹の
開花時期の予

測へ

の気温予測の利
用など、活用事

例が順調に増え
ています。

　気象庁では
こういった成功

事例を紹介す
るとともに、気

温

予測ガイダンス
、過去30年分

の再予報ガイダ
ンスのデータを

HP上に置き、
予測を利用し

たいと思ったユ
ーザーが自ら

予

測精度を評価し
た上で、実務で

利用できるよう
にしています。

気象業務支援
センター経由で

過去30年分の
再予報格子点

値

（GPV）を入手
して、自らの事

業のための数値
予報ガイダンス（

例

えば、冬物コー
トの売れ初め時

期の予測ガイダ
ンス）も作れ、

その精度評価を
することもでき

ます。

　こういった状
況の１か月予報

の利用を進め
る上で、気象予

報士の方々の
役割は小さくな

いと考えていま
す。１か月予報

に関わる時間ス
ケールが長くて

空間スケールも
大きい現象は、

例えばブロッキ
ング高気圧、準

定常ロスビー場
、熱帯の季節

内変動などがあ
ります。これら

の現象、現象
の予測精度と天

候への影響を
知った専門家の

方が、利用者に
解説したり、特

性を知った上で
利用者のために

予測データを加
工する、など

の役割を果たす
ようになれば、

より活用が広が
ると思っていま

す。そういった
点で、専門家と

しての気象予報
士の方々に期

待したいです。
気象予報士の

皆さん、もっと
１か月予報に関

わりませんか？

　私は、「気象
予報士のみなさ

ん１か月予報に
もっと関わりま

せんか」、とい
う提案をしたい

と思います。

　１か月予報
は、偏西風の

蛇行の持続な
ど、日々の天

気予

報よりも寿命
の長い現象を

ターゲットとし
て行っています

。

数値予報の改
良で、それら

の現象の予測
精度が良くな

っ

てきました。

　数値予測モデ
ルによる予測の

実例を示します
。今冬は気温

が低かったので
すが、３月にな

ると急に上がっ
て異常高温に

なりました。数
値予測モデルで

は、２月の気温
がまだ低いう

ちから、３月に
なって急に上が

り、その状態
が下旬にかけて

持続することを
しっかり予測で

きました。東ア
ジアから北太平

洋の広い領域
でジェット気流

が北上し、そ
れが持続したこ

と

が予測できたた
めです。

　気象庁では
、１か月予報に

利用している数
値予報モデルを

更新する前に、
予測精度の検

証を目的として
更新予定のモ

デ

ルを用いた過去
事例の予報実

験をしています
（再予報と呼び

ます）。その検
証結果の一例

として、1981～
2010年の11月3

0

日を初期値とす
る、各年の12

月の予報を示し
ます。東日本の

気温の予測で
すが、予測と実

況との相関係数
は0.77と、よく

予測出来ていま
す。注目したい

のは2005年で
、過去70年で

最

も寒い12月だっ
たのですが、

その顕著な低
温もよく予測し

て

います。2005年
当時の数値予報

モデルでは12月
中旬に入ると

気温が上がって
しまう予測でし

たが、最新の
モデルでは、月

を通しての低温
の持続を予測

出来ました。実
況は12月の平均

気温の平年偏
差-３℃くらいで

したが、最新
モデルの予測

で

は-2.5℃くらい
、当時のモデ

ルの予測だと
-0.5℃くらいで

す。

数値予報モデル
の改善でこれだ

け予測精度が
向上しました。

　予測精度がよ
くなってきまし

たが、１か月予
報は依然として

あまり使われて
いません。そこ

で、気象庁では
農業、水産業

、

電力、小売業
などの事業分野

の方と連携して
予報利用のメリ

ットを示す実例
（成功事例）

を作り、それを
用いて利活用を

促進しようと、
６年程前から色

と々取り組んでい
ます。例えば

アパレル分野で
は、販売数と気

温との関係の調
査結果を踏ま

え、半分の店舗
で２週目の気温

予測を使い、残
りの店舗では

使わないといっ
た試験を行い、

予測利用の効
果を実証しても

らいました。飲
料分野では、

自動販売機の
HOTからCOL

D
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気候情報課気象データを
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分野の事業開
拓に向けて、気

象予報士に求
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気 象 と 生 き る・学 ぶ・楽 し む。
環境がそろっていても一人でやるのには限界があるもの。一般社団法人日本気象予報士会では、

気象へのさまざまなアプローチを通して、気象予報士としての技量の維持・向上に努めています。

防災出前講座とお天気フェア
社会貢献を通して気象予報士としてのスキルアップを図りましょう。

気象技能講習会
あなたの気象知識を最新の情報にアップデートしましょう。

気象技能講習会は、気象予報士の技能研鑽の場を均
等に提供するために、全国各地の会場での開催に加
え、インターネットを活用した配信をしています。
また、講習会の内容として、さまざまなニーズに応

えるべく、カリキュラムの拡充に努め、「最新の予
報技術に関する講習会」、「台風予報等の特定テーマ
に関する講習会」、「気象業務従事者向けレベルの専
門講習会」を採り上げています。

CPD（Continuing Professional Development)
継続して気象予報士としての実力アップを目指しましょう。

CPDというと耳慣れない言葉かもしれませんが、
難しい制度ではありません。気象予報士としての活
動記録をCPDポイントで可視化する制度です。気
象技能講習会や支部例会等へ参加すると、CPD
ポイントが貯まります。気象関連の幅広い分野の
活動に対してポイント加算いたします。継続的に研
鑽を積み、活発な活動をしている気象予報士を評

価する制度です。一定のポイントを継続的に積み
上げた気象予報士は本会がCPD認定いたします。
CPD認定を受けた気象予報士は、知識のアップデ
ートを継続し、気象分野で活躍している気象予報
士の証しとなります。日本気象予報士会に参加す
るとポイント加算の機会が増加します。日本気象予
報士会の仲間と気象技能の向上を続けませんか？

防災出前講座は、一般市民の方々に対する気象庁と連
携した防災知識の普及啓発活動です。講演資料は会員
自らが気象台のサポートを受け作成し、一般市民の前
で講演します。講演資料の基礎データは気象台から提
供され、そこには気象・防災に関する最新の知見がた
くさん含まれています。

お天気フェアは各地の気象台が実施するイベントで、
本会は各地でこれに参加し、気象実験やクイズ大会な
どでイベントを盛り上げています。
これら気象庁との連携事業の実績に対して、平成25
年度の第138回気象記念日に気象庁長官より感謝状
をいただきました。



北海道

東北

関東

東海

北信越

近畿

中国・四国

九州・沖縄

それぞ れ の 場 で・それぞ れ の 形 で。
支　部 全国に広がる支部を８つの地域ブロックに分け、関係機関と連携し、地域に密着した

活動を展開しています。また、支部間の交流も活発に行っています。

北海道 北海道支部

東　北 東北支部

関  東 北関東支部、埼玉支部、千葉支部、東京支部、神奈川支部、山梨支部

東  海 東海支部、静岡支部

北信越 新潟支部、北陸支部、長野支部

関西支部近  畿

山陰支部、岡山支部、広島県支部、四国支部中国・四国

日本気象予報士会では、日本気象予報士会賞・木村賞・
石井賞を設け、会員の活動を奨励しています。表 彰 制 度

日本気象予報士会賞 本会の活動目的に沿う顕著な成果に対して与えられる賞

木 村 賞 優れた研究成果に対して与えられる賞

石 井 賞 活発な活動およびその運営に対して与えられる賞

会員有志が親睦・研究活動などを自主的に行う集まりとして「有志活動団体」があり、
活発な活動を行っています。有志活動団体

写真撮影同好会

学生会
気象予報士よんまる会

日本大学予報士会（桜門予報士会）

RUNNERS

親 睦技 術 研 鑽

波浪研究会

長期予報利活用研究会

古季（記）録研究会

天気図検討会
パソコン活用研究会

気象業務研究委員会

天気図を囲む会 気象実験クラブ
サニーエンジェルス

気象教育研究会
川内川あらしプロジェクト

対 外 活 動

西部支部、鹿児島支部、沖縄支部九州・沖縄



一般社団法人日本気象予報士会　〒105―0001 東京都港区虎ノ門３―３―３ 虎ノ門南ビル３階Ａ
E-mail：jimu@yoho.jp  http://www.yoho.jp/  © 2010-2019 一般社団法人日本気象予報士会
Certified and Accredited Meteorologists of Japan（CAMJ）

信 頼 は 万 全 の 組 織 体 制 か ら。

沿　革
事業内容

木村 龍治
石井 和子
武井 雄三
酒井 重典
下山 紀夫

顧 問

古屋 勝保
水村 忠男
関 　隆則

監 事

理 事 会

大西 晴夫代 表 理 事・会 長

平松 信昭  ¦  岩田 修  ¦  佐藤 薫  ¦  上田 博康副 会 長

役 員 組 織 図

気象予報士としての技能の研鑽・向上
民間気象ニーズに応じるための気象予報技術の
研究開発
気象予報士の地位向上および気象予報士制度の
改善に資する活動

1996年 「気象予報士会」を設立
1997年 会報「てんきすと」創刊号発行

各地お天気フェアへの協力開始・防災出前講座開始2011年
気象業務の健全な発展に寄与したという評価で気象庁長官から感謝状を 
授与される

2013年

防災知識の普及啓発の取り組みや気象業務の発展に寄与したという評価で
国土交通大臣表彰を受賞する

2019年

本会設立20周年・気象予報士CPD制度開始
会報てんきすと100号発行

2016年

2003年 気象科学館における広報への協力開始
2004年 本会の名称を「日本気象予報士会」へ変更・スペシャルセッション運営開始
2005年 表彰制度開始・気象データ提供開始・気象技能講習会開始
2006年 気象サイエンスカフェ共催開始
2008年 気象ハンドブック発行
2009年 「一般社団法人日本気象予報士会」を設立・研究成果発表会開始

気象・防災行政に対する支援
民間気象事業に対する支援および気象関連
機関等との連携による気象事業の振興
防災・地球環境を含む気象知識の教育・普及、
その他社会貢献活動
気象を通じての国際的活動
会員間の交流の活性化および会員に対する
各種情報の提供など、会員活動の支援
会の活動基盤の拡充

常 務 理 事・幹 事 理 事

小川 雅仁

常務理事・副幹事長 荒川 知子（財務）  ¦  川島 博之（情報）  ¦  長嶋 賢一（事業）
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